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組
合
員
の
皆
さ
ん
方
に
は
、
日
頃
か
ら
組
合
の

事
業
の
推
進
に
つ
い
て
ご
協
力
、
ご
支
援
を
頂
い

て
お
り
ま
す
事
に
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

さ
て
戦
後
造
成
し
て
き
た
一
千
万
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
人
工
林
が
本
格
的
な
伐
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

国
で
は
、
こ
の
資
源
を
循
環
利
用
す
る
た
め
、
木

材
の
需
要
拡
大
と
国
産
材
の
安
定
供
給
を
車
の
両

輪
と
す
る
林
業
の
成
長
産
業
化
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
林
業
の
成
長
産
業
化
は
、
地
域
の
資
源
を

活
か
し
た
持
続
的
な
産
業
を
育
成
し
、
地
域
の
雇

用
に
つ
な
が
り
地
方
の
創
生
に
も
大
き
な
期
待
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
国
産
材
の
需
要
拡
大
に
つ
い
て
は
バ
イ

オ
発
電
事
業
や
Ｃ
Ｌ
Ｔ
（
直
交
集
成
板
）
の
実
用

化
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
二
〇
二
〇
年
の
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
メ
イ
ン
会
場
で
あ
る
新
国
立

競
技
場
（
木
と
緑
の
ス
タ
ジ
ア
ム
）
の
建
設
に

は
、
国
産
材
が
多
く
使
用
さ
れ
る
事
に
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
ほ
か
国
産
材
で
の
城
郭
の
建
設
な
ど

も
話
題
に
上
が
っ
て
お
り
、
今
後
と
も
国
産
材
の

需
要
が
拡
大
さ
れ
る
事
は
喜
ば
し
い
事
で
あ
り
ま

す
。

　

林
業
の
成
長
産
業
化
を
進
め
る
に
は
、
若
い
担

い
手
の
確
保
と
現
場
に
お
い
て
労
働
安
全
衛
生
の

向
上
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。
当
組
合
に
お
い
て
も

過
去
の
経
験
か
ら
労
働
安
全
意
識
の
高
揚
を
図
る

た
め
毎
月
各
支
所
に
て
安
全
衛
生
委
員
会
を
実
施

開
催
し
無
災
害
に
真
っ
向
か
ら
取
り
組
ん
で
お
り

ま
す
。

　

今
後
と
も
組
合
員
の
皆
さ
ん
方
の
ご
協
力
を
頂

き
ま
し
て
林
業
の
メ
ッ
カ
で
あ
る
当
地
域
の
林
業

の
振
興
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。

　

こ
の
度
、
我
が
身
の
浅
学
非
才

を
顧
み
ず
代
表
理
事
副
組
合
長
の

重
責
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
組
合
を
取
り
巻
く
状
況
は
、

依
然
と
し
て
続
く
木
材
価
格
の
低

迷
等
非
常
に
厳
し
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。

　

一
方
、
㈱
輪
島
ブ
ル
ー
エ
ナ

ジ
ー
に
よ
る
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
所
が
今
秋
か
ら
チ
ッ
プ
製
造
ラ

イ
ン
を
稼
働
さ
せ
、
来
夏
に
は
発

電
の
計
画
と
の
事
で
あ
り
、
木
材

需
要
増
加
の
明
る
い
兆
し
も
見
え

て
き
て
お
り
ま
す
。

　

微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
組
合

員
の
た
め
の
組
合
を
信
条
に
、
安

心
し
て
山
を
任
せ
て
も
ら
え
る
組

合
を
目
指
し
尽
力
す
る
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
の
で
、
組
合
員
各
位
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
、
ご
挨
拶
申

し
上
げ
ま
す
。

　

今
般
、
代
表
理
事
副
組
合
長
を

拝
命
賜
り
ま
し
た
。
微
力
な
が
ら

地
域
林
業
の
振
興
と
組
合
の
発
展

に
尽
く
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

　

当
地
域
は
県
下
に
お
い
て
も
良

質
材
の
生
産
地
で
あ
り
、
能
登
材

ブ
ラ
ン
ド
化
等
に
よ
る
需
要
拡
大

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
先
般
目

に
し
た
報
道
番
組
で
、
能
登
ヒ

バ
（
ア
テ
）
の
集
成
材
が
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
に
輸
出
さ
れ
、
使
用
さ
れ

た
家
屋
で
は
蚊
の
侵
入
が
八
〇
％

も
削
減
さ
れ
た
と
の
事
で
あ
り
ま

し
た
。
能
登
材
の
素
材
自
体
が
持

つ
付
加
価
値
に
よ
り
続
く
木
材
価

格
の
底
上
げ
等
、
組
合
員
皆
様
の

ご
指
導
を
頂
き
な
が
ら
勤
め
を
果

し
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
よ
り
一
層
の
ご
支
援
と

組
合
員
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸

を
祈
念
し
、
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま

す
。

挨
　
　
拶

　
　
代
表
理
事
組
合
長
　
　
坂
　
本
　
　
　
明

挨
　
拶

�

代
表
理
事
副
組
合
長
　
谷
　
　
定
雄

挨
　
拶

�

代
表
理
事
副
組
合
長
　
矢
野
　
好
廣
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平
成
二
十
八
年
八

月
二
十
五
日
（
木
）

羽
咋
市
の
コ
ス
モ
ア

イ
ル
羽
咋
に
お
い

て
、
第
61
回
石
川
県

山
林
大
会
が
開
催
さ

れ
、
能
登
森
林
組
合

管
内
で
次
の
方
々

が
、
栄
え
あ
る
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

１
．
林
業
功
労
者

　

石
川
県
山
林
協
会
長
賞

　
　［
地
域
林
業
の
推
進
］

　
　

◇
越
渡　

朝
生
（
穴
水
町
）

　
　［
森
林
組
合
の
育
成
］

　
　
◇
堂
前　

靖
彦
（
能
登
町
）

２
．
育
林
コ
ン
ク
ー
ル

　

石
川
県
知
事
賞

　
　［
ス
ギ
42
年
生
］

　
　

◇
松
ヶ
瀬
昌
太
（
珠
洲
市
）

　

全
国
林
業
改
良
普
及
協
会
会
長
賞

　
　［
ス
ギ
42
年
生
］

　
　

◇
山
岸　

昭
夫
（
能
登
町
）

　

石
川
県
山
林
協
会
長
賞

　
　
［
ス
ギ
32
年
生
］

　
　

◇
東　

善
右
エ
門
（
輪
島
市
）

第
61
回
石
川
県
山
林
大
会
被
表
彰
者

　

四
月
の
人
事
異
動
に
よ
り
奥
能
登
農
林
総
合
事
務
所
森
林

部
長
を
勤
め
て
い
ま
す
。

　

皆
様
方
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
地
域

の
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
の
発
展
に
尽
力
し
て
参
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

我
が
国
の
森
林
は
、
戦
後
造
成
さ
れ
た
人
工
林
の
多
く
が

本
格
的
な
利
用
期
を
迎
え
る
中
で
、
そ
の
齢
級
構
成
は
成
熟

化
が
進
む
一
方
、
若
齢
林
が
極
端
に
少
な
い
歪
な
状
態
に
あ

り
、
将
来
に
わ
た
っ
て
森
林
の
多
面
的
機
能
を
持
続
的
に
発

揮
さ
せ
る
た
め
、
成
熟
し
た
森
林
資
源
を
伐
採
し
、
利
用
し

た
上
で
跡
地
に
再
造
林
を
行
う
「
若
返
り
」
を
図
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
本
県
で
は
、「
森
林
資
源
の
利
活
用
」

を
初
め
て
基
本
理
念
と
し
た
全
国
植
樹
祭
を
昨
年
五
月
に
開

催
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
、
こ
の
基
本
理
念
が
本
県
に

根
付
く
た
め
に
県
産
材
の
有
効
活
用
と
生
産
コ
ス
ト
低
減
に

取
り
組
む
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
管
内
は
本
県
で
最
も
林
業
の
盛
ん
な
地
域
で
あ

り
、
能
登
の
風
土
を
生
か
し
た
ア
テ
林
業
が
広
く
行
わ
れ
て

お
り
、
ア
テ
材
（
能
登
ヒ
バ
）
は
、
強
度
が
あ
り
、
曲
げ
に

も
強
く
、
ま
た
、
殺
菌
性
の
あ
る
ヒ
ノ
キ
チ
オ
ー
ル
を
多
く

含
む
た
め
、
腐
り
に
く
く
、
耐
水
性
が
高
く
、
建
築
材
と
し

て
古
く
か
ら
能
登
の
家
づ
く
り
に
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

近
年
、
そ
の
良
さ
が
再
評
価
さ
れ
、
金
沢
近
郊
で
能
登
ヒ

バ
の
柱
や
床
材
を
売
り
に
す
る
住
宅
メ
ー
カ
ー
も
増
え
つ
つ
あ

り
、
ま
た
、
本
年
六
月
に
は
、
県
内
初
と
な
る
不
燃
木
材
生

産
施
設
が
志
賀
町
に
完
成
し
た
こ
と
か
ら
、
人
が
多
く
集
ま

り
、
不
燃
材
料
や
難
燃
材
料
を
用
い
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て

い
る
公
共
施
設
や
大
型
商
業
施
設
で
の
利
用
が
可
能
と
な
る

な
ど
ア
テ
の
利
活
用
が
増
え
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
ア
テ
造
林
地
で
は
、
樹
幹
よ
り
大
量
の

樹
脂
が
流
れ
出
る
漏
脂
病
の
被
害
が
発
生
し
て
お
り
、
症
状

が
進
む
と
幹
の
腐
れ
や
変
形
が
生
じ
、
ム
ク
材
と
し
て
の
利

用
価
値
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
か
ら
被
害
材
の
有
効
活
用
と
ア

テ
林
の
再
生
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
県
林
業
試
験
場
で
は
、
漏
脂
病
に
強
い
県
木

ア
テ
の
選
抜
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
漏
脂
病
に
強
い
母
樹
が

ほ
ぼ
確
定
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
平
成
三
十
年
度
に
は
少
量

で
は
あ
り
ま
す
が
苗
木
を
出
荷
す
る
計
画
で
す
。
ま
た
、
漏

脂
病
に
強
い
苗
を
よ
り
多
く
確
保
す
る
た
め
、
漏
脂
病
に
強

い
と
確
認
さ
れ
た
母
樹
と
森
林
所
有
者
が
所
有
す
る
苗
生
産

用
母
樹
と
の
系
統
を
調
べ
て
お
り
ま
す
。
調
査
を
希
望
さ
れ

る
方
は
末
尾
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
被
害
を
受
け
た
箇
所
を
切
り
除
き
、
張
り
合
わ
せ

て
建
築
材
に
加
工
す
る
施
設
（
集
成
材
・
Ｃ
Ｌ
Ｔ
）
に
対
し

て
も
支
援
し
て
お
り
、
能
登
ヒ
バ
の
用
途
拡
大
に
努
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
取
組
に
よ
り
、
森
林
所
有
者
の
所
得
の
向
上
を

図
り
、
持
続
的
な
経
営
が
可
能
に
な
る
と
と
も
に
健
全
な
森

林
を
次
の
世
代
に
引
き
継
い
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
の
で
、
引
き
続
き
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

致
し
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
能
登
森
林
組
合
の
益
々
の
ご
繁

栄
と
、
組
合
員
の
皆
様
方
の
ご
多
幸
を
祈
念
し
て
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

ア
テ
林
業
の
再
生
と
能
登
ヒ
バ
の
利
活
用
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
石
川
県
奥
能
登
農
林
総
合
事
務
所

�

森
林
部
長
　

　
川
　
上
　
洋
　
司
　

苗
生
産
用
母
樹
の
漏
脂
病
に
対
す
る
調
査
の
問
合
せ
先

�

林
業
試
験
場　

池
田
（
０
７
６
・
２
７
２
・
０
６
７
３
）
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出
資
配
当
は
一
・
〇
％
で
す

　

平
成
二
十
七
年
度
決
算
に
基
づ
く
出
資
配
当
金

は
、
組
合
員
皆
さ
ん
の
御
協
力
に
よ
り
ま
し
て
、

一
・
〇
％
の
配
当
が
総
代
会
で
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

配
当
金
の
支
払
い
は
、
出
資
金
一
〇
万
円
以
上

の
方
に
つ
い
て
は
現
金
振
込
と
し
、
未
満
の
方
に

つ
い
て
は
出
資
予
約
預
か
り
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

出
資
配
当
金
支
払
明
細
書
に
つ
い
て

　

能
登
森
林
組
合
で
は
、
出
資
証
券
の
交
付
は
致

し
ま
せ
ん
の
で
、
本
誌
に
同
封
の
出
資
配
当
金
支

払
明
細
書
で
出
資
金
額
及
び
配
当
額
を
確
認
し
て

下
さ
い
。

名
義
変
更
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？ 

　

相
続
や
経
営
委
託
（
山
林
の
相
続
・
贈
与
で
は

な
い
が
経
営
管
理
を
父
か
ら
息
子
へ
引
継
い
だ

等
）
の
場
合
は
組
合
員
名
義
の
変
更
手
続
き
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

◇
相
続
の
場
合

　

相
続
加
入
手
続
き
と
な
り
、
組
合
員
で
あ
る
ご

家
族
が
死
亡
さ
れ
て
か
ら
一
〇
ヶ
月
以
内

○
相
続
人
が
確
定
し
登
記
さ
れ
た
時
点

○�

登
記
前
の
場
合
は
、
相
続
人
の
分
割
協
議
等
を

証
す
る
書
類
が
必
要
で
す
。

※�

一
〇
ヶ
月
以
上
経
過
し
て
い
る
場
合
は
、
手
続

き
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
組
合
に
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　

手
続
き
は
本
所
、
各
支
所
で
受
付
し
ま
す
。

平
成
二
十
八
年
度
通
常
総
代
会
開
催
さ
れ
る

　

六
月
二
十
三
日
（
木
）
午
前
十
時
よ
り
、
の
と
ふ
れ
あ
い
文
化

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
第
七
回
通
常
総
代
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
に
先
立
ち
表
彰
授
与
式
が
行
わ
れ
、
次
の
方
々
が
表
彰
を
う

け
ま
し
た
。

◇�

感
謝
状
（
県
森
林
組
合
連
合
会
長
表
彰
）

　

〇〈
故
〉古
坊
勝
文
（
前
理
事
・
輪
島
市
）

◇
二
十
年
勤
続
表
彰
（
県
森
林
組
合
連
合
会
長
表
彰
）　

　

〇
坂
本
博
秋
（
輪
島
支
所
）

　

〇
谷　

昌
俊
（
輪
島
支
所
）

　

ま
た
、
来
賓
の
方
々
を
代
表

し
、
奥
能
登
農
林
総
合
事
務

所
・
宮
田
所
長
、
森
林
総
合
研

究
所
金
沢
水
源
林
整
備
事
務

所
・
西
所
長
及
び
県
森
林
組
合

連
合
会
・
橋
場
専
務
よ
り
ご
祝

辞
を
頂
き
、
議
長
に
穴
水
町
木

原
の
松
本
弥
さ
ん
が
選
出
さ

れ
、
提
出
さ
れ
た
議
案
す
べ
て

原
案
通
り
可
決
、
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

可
決
、
承
認
さ
れ
た
議
案
は
次
の
通
り
で
す
。

第
一
号
議
案　

�

平
成
二
十
七
年
度
事
業
報
告
、
貸
借
対
照
表
、
損

益
計
算
書
、
剰
余
金
処
分
案
、
注
記
表
及
び
附
属

明
細
書
に
つ
い
て

第
二
号
議
案　

平
成
二
十
八
年
度
事
業
計
画
設
定
に
つ
い
て

第
三
号
議
案　

�

平
成
二
十
八
年
度
役
員
報
酬
決
定
に
つ
い
て

第
四
号
議
案　

�

平
成
二
十
八
年
度
貸
付
金
の
最
高
限
度
並
び
に
貸

付
金
利
率
の
決
定
に
つ
い
て

第
五
号
議
案　

�

平
成
二
十
八
年
度
借
入
金
最
高
限
度
の
決
定
に
つ

い
て

第
六
号
議
案　

�

平
成
二
十
八
年
度
余
裕
金
預
入
先
金
融
機
関
の
決

定
に
つ
い
て

附
帯
決
議

役
員
選
挙
に
お
い
て

�

新
た
な
執
行
体
制
決
定

　

総
代
会
々
場
に
て
行
わ
れ
た
役
員
選
挙
に
お
い
て
、
新
た

な
役
員
が
決
定
し
、
引
き
続
き
行
わ
れ
た
組
織
理
事
会
で
新

執
行
体
制
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

新
役
員
の
任
期
は
、
三
年
後
の
通
常
総
代
会
終
了
ま
で
と

な
り
ま
す
。
理
事
二
一
名
、
監
事
四
名
の
新
役
員
は
次
の
皆

さ
ん
で
す
。

［
理
事
］

代
表
理
事
組
合
長

　

坂
本　

明
（
穴
水
町
）

代
表
理
事
副
組
合
長

　

谷　

定
雄
（
輪
島
市
）

代
表
理
事
副
組
合
長

　

矢
野
好
廣
（
珠
洲
市
）

　

山
本
登
一
（
能
登
町
）

　

廣
野
拓
雄
（
輪
島
市
）

　

數
馬
嘉
雄
（
能
登
町
）

　

高　

正
吉
（
穴
水
町
）

　

片
岡
秋
一
（
穴
水
町
）

　

小
田
宏
男
（
能
登
町
）

　

尾
重
和
彦
（
珠
洲
市
）

　

河
内
靖
夫
（
輪
島
市
）

＊
中
山
正
彦
（
輪
島
市
）

＊
福
島
雅
夫
（
珠
洲
市
）

＊
垣
地
太
良
三
郎

　
　
　
　
　

（
輪
島
市
）

＊
山
岸
昭
夫
（
能
登
町
）

＊
森
倉
正
信
（
輪
島
市
）

＊
元
井
孝
司
（
輪
島
市
）

＊
桜
井
幸
造
（
珠
洲
市
）

＊
中
谷
内
稔
（
輪
島
市
）

＊
舘　

博
之
（
能
登
町
）

＊
谷
内
利
明
（
能
登
町
）

［
監
事
］

代
表
監
事

　

田
原
義
昭
（
能
登
町
）

　

室
谷
信
子
（
能
登
町
）

＊
新　

工
一
（
珠
洲
市
）

＊
表　

富
男
（
輪
島
市
）

［
＊
印
・
新
任
］　
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バイオチップ輪島チップ工場開業

高性能林業機械導入によりコスト低減に取り組みます！

　昨年11月より、輪島市三井町において建設に着手していました㈱バイオチップ輪島のチップ製造工場

が、この10月より開業します。

　当チップ工場は、石川県森林組合連合会を通じて、能登森林組合を

中心に、中能登森林組合、金沢森林組合の3組合から間伐材等のC.D

材原木を購入し、チップ製造を行います。

　すでに、㈱バイオチップ輪島が準備した能登町太田原の貯木場で

は、昨年11月から貯木が開始され、約4,000トンの貯木が行われて

います。

　また、チップ工場に併設される㈱輪島ブルーエナジーの木質チップ

発電所は、オーストリア、ドイツ等で普及してい

る小型の発電システム（発電出力は約2,000kW）

が採用され、2017年8月の完成予定です。発電

所本格稼働時には年間34,200t（2,850t ／月）

の間伐材等の未利用木材が必要になることから、

組合員の皆様には今以上に集約化に協力いただ

き、間伐・更新伐を推進して木材供給量の拡大に

努めたいと考えております。

発電所完成予想パース

　今年3月18日に間伐材等加工流通施設整備等交付金により高性能林業機械4台を新規導入致しまし

た。間伐材等の生産性を高め、コスト縮減に繋げることにより組合員への利益還元を最優先に利用して参

ります。また、生産量の拡大を図り、木材を安定的に供給し、木材価格の安定を図りたいと考えております。

　次に、今回導入した機種の特徴を紹介させて頂きます。（写真手前から）

◇ ハーベスタ（コマツPC138US-10MN）　

　・伐倒／枝払い／玉切り作業をこの1台でハイスピード処理出来ます。

◇ プロセッサ（コマツPC138US-10・イワフジGP-35A）

　・信頼性の高いスタンダード仕様の造材（枝払い／玉切り）専用機械です。

◇ スイングヤーダ（コマツPC138US-8S・フェラ－バンチャザウルスロボ付）

　・�立木の伐倒、路網作設、グラップル作業が1台で可能なフェラ－バンチャザウルスロボと架線集材機

能を合わせ持ったマルチ機能の最新鋭機です。

◇ フォワーダ（モロオカMST-700VDL-G）

　・�能登の地形に適したグラップル搭載型林内運搬車（3.8t積載）

です。

　今回新規に導入した4台の機械を含め23台の高性能林業機械を安

全作業に徹しフル稼働させ低コスト化を目指しますので、なお一層の

間伐等の事業委託をよろしくお願い致します。
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林
業
に
お
け
る
高
性
能
林
業
機
械
の
有
効
活
用
と
集
約
化
施
業
は
、
施
業
の
安
全
性
と

効
率
向
上
に
お
い
て
一
心
同
体
と
言
え
る
関
係
に
あ
り
ま
す
。
今
か
ら
お
よ
そ
四
〇
年
以

前
の
頃
に
な
り
ま
す
が
、
当
時
組
合
員
の
方
で
択
伐
林
産
を
請
け
負
っ
て
生
業
と
さ
れ
て

い
る
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
。
現
場
の
規
模
条
件
に
よ
り
ま
す
が
、
馬
を
使
っ
て
午
前
中
一

回
・
午
後
一
回
、
大
き
な
声
を
出
し
て
馬
の
お
尻
を
た
た
き
な
が
ら
丸
太
を
運
び
出
し
、

当
時
の
材
積
で
一
日
四
石
（
こ
く
）
一
㎥
前
後
の
搬
出
で
あ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
人
馬
か
ら
架
線
集
材
・
小
型
の
林
内
運
搬
車
に
と
変
遷
し
、
現
在
で
は
建
設

用
機
械
を
ベ
ー
ス
マ
シ
ン
と
し
て
林
業
用
に
多
用
途
化
仕
様
と
な
り
「
立
木
の
伐
倒
か
ら

枝
払
い
、
任
意
設
定
し
た
長
尺
に
造
材
し
、
更
に
は
集
積
や
積
込
み
ま
で
の
工
程
を
一
連

作
業
出
来
る
機
械
が
導
入
さ
れ
、
目
標
生
産
値
は
作
業
員
一
日
一
人
当
た
り
一
〇
㎥
を
越

え
る
設
定
が
な
さ
れ
る
に
至
り
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
不
可
欠
と
な
る
の
が
現
場
の
規
模
と
事
業
実
施
要
件
の
適
否
で
す
が
、
平
成
十
年

以
降
の
集
団
間
伐
・
長
期
循
環
林
施
業
に
は
じ
ま
り
現
在
の
集
約
化
施
業
に
と
、
変
革
の

度
に
組
合
員
の
皆
様
に
は
御
理
解
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
現
在
の
事
業
実
施
要
件
は

前
記
の
機
械
導
入
を
も
っ
て
し
て
も
更
な
る
生
産
コ
ス
ト
の
低
減
を
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
生
産
効
率
は
、
利
用
間
伐
の
場
合
で
約
四
㎥
程
で
す
が
、
職
員
の
プ
ラ
ン
ニ
ン

グ
力
と
作
業
員
の
能
力
向
上
を
図
る
こ
と
は

も
と
よ
り
、
機
械
の
生
産
性
能
を
発
揮
で
き

る
現
場
（
一
日
三
人
で
三
〇
㎥
・
半
年
で

四
千
㎥
・
で
三
〇

‌

ha
超
の
面
積
）
の
集
約
化

を
目
標
と
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
組
合
員
皆

様
の
更
な
る
御
理
解
と
御
協
力
を
御
願
い
す

る
と
共
に
、
職
員
一
同
よ
り
良
い
施
業
提
案

が
出
来
る
よ
う
務
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

集
約
化
で
蘇
り
を
図
る
山
林
収
入

一
馬
力
か
ら
一
機
１
０
０
Ｐ
Ｓ（
馬
力
）に
変
遷

１

　

山
の
整
備
事
業
は
森
林
経
営
計
画
に
基

づ
き
、集
落
単
位
で
施
業
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
森
林
を
一
体
的
に
施
業
す
る
こ
と
で

効
率
化
と
搬
出
経
費
の
軽
減
を
図
り
、
次

期
の
森
林
整
備
を
見
据
え
た
施
業
プ
ラ
ン

を
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
き
実
施
を
し
て
お

り
ま
す
。
そ
の
施
業
種
の
一
つ
で
天
然
林

更
新
伐
施
業
は
、
か
つ
て
は
里
山
と
称
さ

れ
薪
や
木
炭
、
し
い
た
け
原
木
等
に
利
用

さ
れ
て
い
た
天
然
林
（
落
葉
広
葉
樹
）
で
、

燃
料
革
命
や
生
産
者
の
激
減
に
よ
り
放
置

さ
れ
高
齢
級
に
よ
っ
て
、
ナ
ラ
枯
れ
等
の

病
害
虫
に
よ
り
公
益
的
機
能
さ
え
も
低
下

し
て
い
る
山
を
、
再
び
蘇
え
さ
せ
る
施
業

で
、
搬
出
し
た
後
の
切
り
株
か
ら
の
萌
芽
や
ド
ン
グ
リ
が
発
根
発
芽
す
る
こ
と
で
山
の
自

力
（
天
然
）
更
新
を
促
し
、
公
益
的
機
能
を
活
性
化
さ
せ
里
山
広
葉
樹
林
の
若
返
り
を
図

る
事
業
で
す
が
、
出
材
コ
ス
ト
が
合
わ
ず
林
地
に
放
置
さ
れ
て
い
た
未
利
用
材
や
林
地
残

材
も
、
集
落
単
位
で
集
約
化
し
、
多
用
途
林
業
機
械
を
導
入
駆
使
す
る
事
で
搬
出
利
用
が

出
来
る
よ
う
な
体
制
が
整
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

更
新
伐
に
よ
っ
て
伐
採
・
搬
出
さ
れ
た
原
木
は
、
し
い
た
け
（
秋
冬
期
に
需
要
）
の
外
、

バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
（
全
シ
ー
ズ
ン
出
材
可
）
や
地
産
地
消
と
い
う
考
え

方
が
広
ま
り
つ
つ
あ
り
、
需
要
は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

里
山
の
若
返
り
は
、
苦
慮
し
て
い
る
イ
ノ
シ
シ
被
害
や
危
惧
さ
れ
る
ク
マ
被
害
対
策
に

も
効
果
が
あ
る
も
の
と
期
待
し
、
組
合
員
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

集
約
化
で
里
山
広
葉
樹
林
の
若
返
り
を
図
る

２
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森
林
経
営
計
画
に
基
づ
く
森
林
整
備
も
五
年
目
を

迎
え
、
年
々
、
着
実
に
搬
出
材
積
の
実
績
を
増
や
し
、

三
万
立
方
米
の
大
台
を
超
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
要
因
と
し
て
、
森
林
所
有
者
の
方
々
の
集
約
化

施
業
に
対
す
る
ご
理
解
が
ま
ず
一
番
に
あ
げ
ら
れ
ま

す
。
そ
の
他
の
理
由
と
し
て
、
作
業
シ
ス
テ
ム
の
確

立
及
び
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
技
術
向
上
、
林
業
事
業
体

の
ご
協
力
、
積
極
的
な
レ
ン
タ
ル
リ
ー
ス
に
よ
る
林

業
機
械
の
活
用
、
そ
し
て
今
年
三
月
に
新
規
導
入
し

た
プ
ロ
セ
ッ
サ
等
の
高
性
能
林
業
機
械
に
よ
る
も
の

と
確
信
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
、
な

お
一
層
提
案
型
集
約
化
施
業
を
継
続
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
こ
の
集
約
化
こ
そ
が
低
コ
ス

ト
に
結
び
つ
く
最
も
主
要
な
要
素
で
あ
り
、
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
に
よ
る
森
林
所
有
者
の
繋

が
り
を
導
き
出
す
事
の
重
要
性
が
認
識

さ
れ
つ
つ
あ
り
、
森
林
境
界
等
の
諸
課
題

を
克
服
す
る
こ
と
に
よ
り
、
更
な
る
事
業

実
績
の
増
量
を
目
指
し
ま
す
。

　

今
後
の
課
題
と
し
て
、
高
林
齢
の
天
然

林
や
人
工
林
の
更
新
伐
を
い
か
に
プ
ラ

ス
で
き
る
か
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
又
、

一
部
皆
伐
等
へ
の
事
業
展
開
を
模
索
し

て
お
り
ま
す
が
、
市
町
間
で
森
林
資
源
の

構
成
が
違
う
た
め
、
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を

賜
り
な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご

支
援
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

施
業
集
約
化
と
低
コ
ス
ト
化
へ
の
取
組
み

３

　

近
年
、
山
林
の
手
入
れ
不
足
や
管
理
放

棄
等
に
よ
る
荒
廃
森
林
が
拡
大
し
て
い
る

現
状
は
、
組
合
員
の
方
誰
し
も
が
近
隣
の

山
林
ま
た
は
自
己
山
林
に
於
い
て
懸
念
困

惑
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

繁
茂
拡
大
す
る
侵
入
竹
被
害
は
植
林
木

の
樹
根
成
長
を
阻
み
、
上
空
が
う
っ
閉
さ

れ
る
事
で
日
照
不
足
と
な
り
立
ち
枯
れ
に

至
り
ま
す
。
侵
入
竹
被
害
は
、
先
人
が
後

世
に
託
し
た
奥
能
登
の
杉
・
档
な
ど
の
針

葉
樹
美
林
形
成
に
よ
る
良
質
材
の
生
産
や

の
里
山
の
景
勝
さ
え
も
破
壊
す
る
勢
い
で

す
。

　

集
約
化
に
よ
る
杉
・
档
の
間
伐
施
業
を

推
進
す
る
な
か
で
、
侵
入
竹
被
害
も
集
約
的
対
策
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
現
在
は
唯
一

の
対
策
事
業
で
あ
る
「
い
し
か
わ
森
林
環
境
基
金
事
業
」
メ
ニ
ュ
ー
よ
り
対
応
し
て
い
る

が
、
今
年
は
二
期
目
の
最
終
年
に
当
た
る
事
か
ら
事
業
の
駆
け
込
み
申
込
が
相
次
い
で
お

り
、要
望
の
調
整
に
苦
慮
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
ま
た
、今
年
は
採
択
要
件
と
し
て
「
隣

接
す
る
発
生
源
竹
林
を
含
め
全
体
を
一
体
的
に
管
理
整
備
す
る
事
」
が
求
め
ら
れ
、
ま
さ

に
竹
林
被
害
対
策
の
再
発
（
再
生
竹
）
防
止
に
向
け
た
、
集
約
化
が
カ
ギ
と
な
り
ま
す
。

　

組
合
員
の
方
々
に
は
利
用
間
伐
の
集
約
化
同
様
、
竹
林
整
備
の
集
約
化
に
ご
理
解
を
い

た
だ
き
先
人
の
思
い
を
引
き
継
ぎ
、
高
品
位
な
能
登
の
里
山
美
林
を
後
世
に
継
承
し
て
い

た
だ
く
為
、
組
合
と
致
し
ま
し
て
も
、
森
林
環
境
基
金
事
業
の
継
続
に
向
け
、
関
係
機
関

に
働
き
か
け
て
参
り
ま
す
。

竹
林
整
備
に
お
け
る
集
約
化

４
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能
登
森
林
組
合
で
は
平
成
二
十
九
年
度
採
用

予
定
の
事
務
職
員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

◇
募
集
予
定
人
数　

若
干
名

◇
応
募
資
格

１
．�

大
学
卒
業
又
は
卒
業
見
込
み
以
上
の
学
歴

の
方
。

　

①�

昭
和
六
十
二
年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ

た
方
、
又
は
平
成
二
十
九
年
三
月
ま
で
に

卒
業
見
込
み
の
方
。

２
．�

短
大
・
高
校
卒
業
ま
た
は
卒
業
見
込
み
の
方
。

　

①�

平
成
七
年
四
月
二
日
か
ら
平
成
十
一
年
四

月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
。

◇
給
与
形
態

基
本
給
（
月
額
）

　

一
三
六
、二
〇
〇
円
～
一
七
六
、七
〇
〇
円

◇
採
用
予
定　

平
成
二
十
九
年
四
月
一
日

◇
受
付
期
間

　
平
成
二
十
八
年
十
月
二
十
一
日（
金
）
一
七
時
ま
で

　

�

※
郵
送（
簡
易
書
留
）の
場
合
は
二
十
一
日
必
着

◇
試
験
の
日
時
・
場
所

第
１
次
試
験
日
《
十
月
二
十
八
日（
金
）
実

施
予
定
》で
会
場
は
応
募
者
へ
通
知
し
ま
す
。

◇
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

能
登
森
林
組
合
本
所
（
総
務
部
）

　
　

〒
九
二
七

－

〇
〇
二
三

　
　
　

鳳
珠
郡
穴
水
町
字
麦
ケ
浦
一
七

－一
五

　
　

℡
〇
七
六
八

－

五
二

－

〇
三
一
六

　

�

　

担
当
：
細
田

○
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
付 

採
用

組
合
職
員
を
募
集
し
ま
す

新
入
職
員
の
紹
介

◇
組
合
に
入
社
し
、
仕
事
の
こ
と
な
ど
の
他
、
わ
か

ら
な
い
事
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
配
属
さ
れ
た

輪
島
支
所
で
は
、
現
場
や
、
書
類
の
事
な
ど
、
先
輩

方
か
ら
丁
寧
に
教
え
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

自
分
は
覚
え
る
事
が
苦
手
な
の
で
先
輩
方
に
何
回

も
聞
き
直
す
毎
日
で
す
が
、
多
く
の
知
識
を
学
び
、

一
日
で
も
早
く
組
合
員
の
方
々
の
お
役
に
立
て
る
よ

う
頑
張
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

輪
島
支
所

　
　

技　

師

熊く
ま

野の　

出い
づ
み海

�

（
輪
島
市
出
身
）

◇
祖
父
が
林
業
の
仕
事
に
携
わ
っ
て
い
た
事
か
ら
、

私
も
林
業
に
興
味
を
も
ち
組
合
に
入
社
し
ま
し
た
。

　

高
校
の
授
業
で
学
ん
だ
パ
ソ
コ
ン
等
の
知
識
を
活

か
し
、
組
合
員
皆
様
の
要
望
に
お
応
え
で
き
る
よ
う

頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

本
所
（
穴
水
支
所
）

　
　

技　

師

山や
ま

田だ　

峻し
ゅ
ん
い
ち

伊
智

�

（
輪
島
市
出
身
）

能登ヒバのブランド展開について
　能登ヒバ活性化プロジェクト実行委員会が進めている能登の里山里海資源を活用した能登ヒバのブランド

展開を全面協力しております。能登の林業に活気と活力を与えるには、木材の認知度を高め、その価値を押

し上げることが大切であり、「能登ヒバ」の魅力を発信する事は組合員の経済的向上に繋

がると考えております。今回、能登ヒバから抽出した精油水を使った3種類のアロマス

プレーをATTE（アッテ）と言うネーミングで、県内各所ならびに首都圏での販売が予

定されております。

　今後、新たな需要が想定され

る中、能登ヒバ原木の安定供給

が非常に重要になってきてい

ます。補助事業及び林産事業を

活用して出荷して頂きたくお

願い申し上げます。

フォレスト
（能登の自然を感じさせる癒しの香り）

ゆず
（和を感じさせる凛とした香り）

フェミニン
（女性のやさしさを感じるときめきの香り）

各40ml　価格2,300円（税込）


